
～ 2025年　1月　9日

（対象者数） 21 （回答者数）
19

～ 2025年　1月　9日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・余暇時間にはのびのびと過ごせる時間も大事にしていく。

・利用者個々に合わせた介護技術が必要なため、介護技術の

周知を徹底していく。今後も介護技術で気になる事は皆で確

認し合い、保護者への確認も怠らない。

2

・予定変更に対しその場で返事が難しい場合は、改めて返答

する事で丁寧に対応していく事に努める。

・保護者や学校から知り得た情報は職員間で周知を図ってい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・公共施設、地域のコミセン、法人内施設等の活用を模索

し、安全第一に活動の場を検討していきたい。

・利用者の要望や保護者からの情報も取り入れ、園外活動・

社会訓練に繋げていく。

2

・保護者へ個別で伝えていくとともに、皆さんに分かりやす

く事業所内に掲示していく。職員間でも確認し意識付けを

図っていく。

事業所として考えている課題の要因等

○事業所名 児童デイサービス若竹

○保護者評価実施期間
2024年　12月　8日

○保護者評価有効回答数

園外活動の充実が課題 ・従来は事業所敷地内で様々な遊びや畑作業等の活動が定着し

ていたが、熊の出没の影響から園外活動が十分に行えていな

い。

支援プログラムの取り組みについて保護者へ情報がしっかり伝

わっていない

・支援プログラムの作成及び公表により、事業所における総合

的な支援の推進と、提供する支援の見える化を図ることを目的

としていた。支援プログラムを事業所内に掲示する事に加え、

保護者へLINE配信・配布していたが自己評価アンケートで

しっかり伝わっていない事が分かった。

2024年　12月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

利用者が安心感を感じながら楽しく通所している ・個々の特性に合わせ、個室を活用するなど利用者の気持ちに

寄り添い必要に応じた支援を実施。

・スモールステップで成功体験を重ねて、自己肯定感を高めら

れるように支援している。

・集団活動・レクレーションは利用者と話し合って決める日も

設けている。

・介護技術の確認。小さな変化や気付きは、保護者へ確認し、

職員間で周知している。

送迎時の急な変更等、予定とは異なった場合でも柔軟に対応す

る

・急な変更に対応出来るように、毎日の申し送りで気になる事

を確認し、対応職員や配置を話し合っている。

・職員間及び保護者としっかり連携できるよう情報共有に努め

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

令和7年度 事業所における自己評価総括表（公表）


